
V．運営

22．定款委員会

委員長　奥　山　　宏　臣

　本年度は以下の 6項目に係る定款施行細則の変更の諮問を受けて，該当する入会規則（定款施行細則第
1号），役員・代議員等選任規則（定款施行細則第 3号），外科専門医制度規則（定款施行細則第 8号），外
科専門医制度の外科専門医に関する施行規定，外科専門医制度の修練施設に関する施行規定，および会員
懲戒規則（定款施行細則第 9号）のそれぞれの変更案を作成し，理事会で決議されたので，社員総会に上
程する．

1）副理事長の任期を理事の通算任期から除外すること
→理事長の任期と同様に，副理事長の任期も，理事の通算 3期の任期制限から除外する．

2）学会活動停止処分の効果の追加
→‌�会員の懲戒のうちの学会活動停止処分の効果として，「当該期間中に各種資格の申請・更新を行えず，
学会参加や手術症例も加算できない」旨を追加する．

3）旧専門医制度における予備（筆記）/認定（面接）試験の終了
→‌�旧専門医制度における予備（筆記）試験の実施は令和 7（2025）年度，認定（面接）試験の実施は令
和 8（2026）年度で，それぞれ終了とする．

4）旧専門医制度における修練施設（指定/関連施設）の終了
→‌�旧専門医制度における修練施設（指定/関連施設）の指定は，令和 8（2026）年末をもって終了とす
る．

5）入会の推薦者の変更
→‌�本学会の入会にあたっては代議員，もしくは旧専門医制度における指定施設の指導責任者による推薦
が必要となるが，令和 6（2024）年 10 月から，代議員，もしくは指導医であれば入会を推薦できる
ものに変更する．

6）準会員から正会員への移行
→‌�非医師の準会員が医師免許もしくは医学士を取得した場合には，速やかに正会員に移行してもらうこ
ととする．
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23．財務委員会

委員長　武　冨　　紹　信

1．令和 5 年度決算について
　令和 5年度財務諸表を作成し，独立監査人であるEY新日本有限責任監査法人と本学会監事の監査を経
て理事会に答申したところ，答申どおりに決議されたので，定時社員総会に上程する（資料別添）．

2．令和 6 年度予算について
　令和 6年度予算について，委員会で審議し，理事会に答申したところ，答申どおりに決議されたので，
令和 6年 2月 1日からその予算に沿って業務を執行している（資料別添）．

3．旅費精算書の様式変更について
　令和5年10月からのインボイス制度の開始に伴い，顧問税理士の指導のもとに旅費精算書の様式を変更
し，今後は新幹線や特急列車を利用の際にも領収書の提出を必須として，領収書の宛名は「一般社団法人
日本外科学会」とすることを確認した．

4．電子帳簿保存法の改正対応について
　令和 6年 1月からの電子帳簿保存法の改正を受けて，事務局の業務や経理に必要な帳簿や書類などを電
子データで保存するため，Sansan 社の「BillOne」というシステムを採用することとした．
　なお，この電子帳簿保存法対応システムの導入後は，本学会宛の請求書の送付先がすべて「BillOne」宛
に変更となる旨を確認した（→「BillOne」で電子データ化されて事務局に送られる）．

5．インボイス制度に対応した学術集会参加費の領収書について
　事務局から発行する請求書と領収書はすべてインボイス制度に対応済みだが，自動発行される学術集会
の参加費の領収書についても対応が必要となる．そこで，会員の参加費は消費税が不課税で，非会員の場
合のみ課税となることを踏まえて，第 124 回定期学術集会から外税方式を採ることとした．したがって，
会員の支払額は 15,000 円（不課税），非会員の支払額は 16,500 円（税込）となり，差異が生じる．

24．情報・広報委員会

委員長　田　尻　　達　郎

1．会員向けオンラインシステムについて
　会員向けオンラインシステムのリプレイスに向けては，委託業者に選定したテクノブレイブ社と基本契
約を締結し，会員アンケートの要望結果などを基に，具体的な要件定義書，システム開発の最終見積額，
および作業スケジュールが委託業者より提示され，その内容で実際に開発に着手してもらうこととし，請
負業務委託基本契約書を締結することとした（→新システムのリリース時期は令和 6年 9月を予定）．
　なお，新システムの仕様設計にあたり，性的マイノリティの問題（いわゆる LGBTQ）に絡んで性別欄
をどのようにするか，また，会員番号と外科専門医番号および指導医番号を一本化してよいかどうかとい
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う 2点を確認する必要が生じたので，前者はダイバーシティ推進委員会に，後者は専門医制度委員会に諮
問し，答申を得た．
　また，年会費の収納方法を①払込票，②自動振替（口座引落），③クレジットカード，④銀行口座の 4種
に拡充することになっていたが，委託先の決済代行業者の取扱いサービスそのものの変更に伴い，システ
ムをリプレイスしても，その 4種を網羅することが難しくなったので，重複入金や誤振込などに因る過払
金のシステム上の取扱いについてと併せて会員管理を所管する総務委員会に対応を諮問し，答申を得た．

2．SNS の利活用について
　昨年度に立ち上げた「SNS活用のためのWG」を中心に，公式 SNS（X：旧Twitter，Facebook）の運
用の開始に向けて，ポリシーおよびフローを作成し，令和 6年 2月 1日より運用を開始した．投稿につい
ては，WGと事務局が協議・推敲の上で，事務局が投稿する手筈とすることとした．
　なお，第 124 回定期学術集会の第 3日目（4月 20 日）に SNS-WGのセッション枠を設けてもらったの
で，そこで活動報告を行うこととなった．
　また，論文のVisual Abstract を作成して SNSへ投稿することによって，閲覧数が増加することが判っ
ているので，まずは英文誌編集委員会に検討してもらうこととした．
　さらに，会員向けに SNSそのものの利用方法などについての解説を行うことも対応予定である．

25．NCD 連絡委員会

委員長　湊　谷　　謙　司

1． ‌�NCDから「NCD自施設データ利用申請」における外科領域のデータの利用申請について照会を受けた
場合は，適宜「可否」を判断して，回答を行っている．

2． ‌�例年どおり，NCDから 2022 年のデータ集計結果（Annual Report）が届いたので，ホームページで公
開した．

1）一般社団法人　National Clinical Database（NCD）

代表理事　池　田　　德　彦 
前代表理事　瀬　戸　　泰　之

　National Clinical Database（以下NCD）は，2010 年に設立され，2011 年 1月の症例から登録を開始し，
事業を開始して 13 年が経過した．2015 年度より，登録を行っている施設会員から会費の支払いをお願い
している．なお，2018 年度から未納期間が合計 2年間（連続・不連続問わず）の施設は，「NCD施設会員
資格」を喪失し，外科専門医制度において基幹施設又は連携施設になれないほか，個人医師による専門医
申請の際に当該施設で実施された全症例（2011 年～現在まで）のデータが利用することができなくなる．

　外科学会関連で登録された症例数は，2024 年 3 月 1 日時点で下記のとおりです．
2011 年　1,172,267 件
2012 年　1,278,943 件
2013 年　1,567,147 件
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2014 年　1,626,974 件
2015 年　1,718,437 件
2016 年　1,785,544 件
2017 年　1,829,410 件
2018 年　1,832,496 件
2019 年　1,862,083 件
2020 年　1,784,983 件
2021 年　1,816,416 件
2022 年　1,809,381 件

　累計 20,084,081 件

　また，過去に完了承認済みを 1件以上登録した施設診療科数は，5,186 施設・9,224 診療科であり，有効
ユーザー数は 49,576 人である．
　なお，2023 年分のデータ登録を 2024 年 4 月 10 日で締め切る予定である．

　2023年度事業報告書，2024年事業計画書及び進行中の公的研究費案件一覧，データ利用研究の一覧（各
領域ごと）については，次頁以降を参照のこと．
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NCD事務局進捗確認日：２０２４年２月２７日

委託者 監修 内容 委託期間 領域

東京大学
小池和彦先生
（建石良介先生）

「組織学的に診断されたアルコール性でない脂肪肝炎(non-ASH
steatohepatitis)のregistry研究」に関する事務業務

・2023年5月1日～2024年3月31日 ・脂肪肝炎、消化器内科

委託者 監修 内容 委託期間 領域

東京大学
小池和彦先生
（建石良介先生）

「肝がん・重度肝硬変の医療水準と患者のQOL向上等に資する
研究」
　→①レジストリーの改修、②事務運用業務、

①2023年4月1日～2024年3月31日
②2023年4月3日～2024年3月31日

・肝癌/非代償性肝硬変、
　分子標的薬

 

委託者 監修 内容 委託期間 領域

国立国際医療研究センター
日本肝癌研究会

国土典宏先生
(建石良介先生)

「全国原発性肝癌追跡調査を利用した診療支援AI開発に関する
研究」に関する事務運用

・2023年9月25日～2024年1月31日 ・肝癌、ＡＩ研究開発

NCD公的研究費案件一覧（2023年4月以降）
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申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・発表先 掲載媒体詳細・発表日

2021 日本外科学会 池田 徳彦
The impact of COVID-19 on surgical procedures in Japan: an analysis of data
of the National Clinical Database

Surgery Today.
16 November 2021
DOI: 10.1007/s00595-021-
02406-2

2018 日本外科学会 瀬戸 泰之
No association between hospital volume and short-term outcomes of some common
surgeries: a retrospective cohort study based on a Japanese nationwide
database

Surgery Today.
11 February 2022
DOI: 10.1007/s00595-022-
02467-x

2017 日本外科学会 下条 芳秀
An Analysis of Surgical Procedures for Trauma from the National Clinical
Database in Japan, 2011–2016

Indian Journal of Surgery
15 April 2023
DOI:10.1007/s12262-023-
03771-7

2018 日本胸部外科学会 木村 大輔
Postoperative cerebral infarction and arrhythmia after pulmonary lobectomy in
Japan: a retrospective analysis of 77,060 cases in a national clinical
database

Surgery Today.
05 May 2023
DOI:10.1007/s00595-023-
02691-z

2022 日本外科学会 日比 泰造
Impact of the coronavirus disease 2019 pandemic on 20 representative surgical
procedures in Japan based on the National Clinical Database: Annual
surveillance of 2021 by the Japan Surgical Society

Surgery Today.
22 December 2023
DOI:10.1007/s00595-023-
02786-7
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申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・発表先 掲載媒体詳細・発表日

2013 日本消化器外科学会 後藤�満一
Comparison�of�National�Operative�Mortality�in�Gastroenterological�Surgery�Using�Web-based
Prospective�Data�Entry�Systems

Medicine�(Baltimore) Published�online�2015�Dec�11.

2013 日本消化器外科学会 今野�弘之
Association�between�the�participation�of�board-certified�surgeons�in�gastroenterological
surgery�and�operative�mortality�after�eight�gastroenterological�procedures.

Surgery�Today First�Online:�29�September�2016

2013 日本食道学会 北川�雄光
Comparison�of�Short-Term�Outcomes�Between�Open�and�Minimally�Invasive�Esophagectomy
for�Esophageal�Cancer�Using�a�Nationwide�Database�in�Japan

Annals�of�Surgical�Oncology First�Online:�21�February�2017

2013 日本肝胆膵外科学会 宮崎�勝
Validation�of�the�board�certification�system�for�expert�surgeons�(hepato‐biliary‐pancreatic
field)�using�the�data�of�the�National�Clinical�Database�of�Japan:�part�1�‐�Hepatectomy�of
more�than�one�segment

Journal�Hepatobiliary�Pancreat�Sciences First�published:�17�March�2016

2013 日本肝胆膵外科学会 宮崎�勝
Validation�of�the�board�certification�system�for�expert�surgeons�(hepato‐biliary‐pancreatic
field)�using�the�data�of�the�National�Clinical�Database�of�Japan:�part�2�–
Pancreatoduodenectomy

Journal�Hepatobiliary�Pancreat�Sciences First�published:�19�March�2016

2013 日本内視鏡外科学会 比企�直樹
Higher�incidence�of�pancreatic�fistula�in�laparoscopic�gastrectomy.�Real-world�evidence�from
a�nationwide�prospective�cohort�study.

Gastric�Cancer First�Online:�08�September�2017

2013 日本内視鏡外科学会 比企�直樹
Morbidity�and�mortality�from�a�propensity�score-matched,�prospective�cohort�study�of
laparoscopic�versus�open�total�gastrectomy�for�gastric�cancer:�data�from�a�nationwide�web-
based�database

Surgical�Endoscopy First�Online:�07�December�2017

2013 日本外科学会 瀬戸�泰之
Effects�of�body�mass�index�(BMI)�on�surgical�outcomes:�a�nationwide�survey�using�a
Japanese�web-based�database

Surgery�Today First�Online:�12�August�2015

2013 日本消化器外科学会 後藤�満一

Significance�of�the�board-certified�surgeon�systems�and�clinical
practice�guideline�adherence�to�surgical�treatment�of�esophageal
cancer�in�Japan:�a�questionnaire�survey�of�departments�registered�in
the�National�Clinical�Database

Esophagus Published:�12�April�2019

2013 日本消化器外科学会 後藤�満一
Impact�of�adherence�to�board‐certified�surgeon�systems�and�clinical�practice�guidelines�on
colon�cancer�surgical�outcomes�in�Japan:�A�questionnaire�survey�of�the�National�Clinical
Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:07�April�2020

2013 日本消化器外科学会 後藤�満一
Impact�of�board�certification�system�and�implementation�of�clinical�practice�guideline�for
pancreatic�cancer�on�mortality�of�pancreaticoduodenectomy

Surgery�Today Published:07�May�2020

2013 日本胃癌学会 円谷�彰
Preoperative�risk�factors�for�postoperative�intra-abdominal�infectious�complication�after
gastrectomy�for�gastric�cancer�using�a�Japanese�web-based�nationwide�database

Gastric�Cancer Published:�21�May�2020

2014 日本消化器外科学会 太田�哲生
本邦の地域の医療需要を反映した専門医研修プログラムを作成する為の二次医療圏単位で
の医療の実態把握

日本消化器外科学会雑誌 J-STAGE公開日:�2016/11/22

2014 日本食道学会 岡部�寛 Impact�of�hospital�volume�on�risk-adjusted�mortality�following�oesophagectomy�in�Japan. British�Journal�of�Surgery First�published:�29�September�2016

2014 日本胃癌学会 吉田�和弘
Surgical�outcomes�of�laparoscopic�distal�gastrectomy�compared�to�open�distal�gastrectomy:
A�retrospective�cohort�study�based�on�a�nationwide�registry�database�in�Japan

Annals�of�gastroenterological�surgery First�published:�22�December�2017

2014 日本胃癌学会 吉田�和弘
Introducing�laparoscopic�total�gastrectomy�for�gastric�cancer�in�general�practice:�a
retrospective�cohort�study�based�on�a�nationwide�registry�database�in�Japan

Gastric�Cancer First�Online:�09�February�2018

2014 日本肝胆膵外科学会 宮崎�勝
Comparison�of�laparoscopic�major�hepatectomy�with�propensity�score�matched�open�cases
from�the�National�Clinical�Database�in�Japan

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:�29�September�2016

2014 日本膵臓学会 下瀬川�徹
Japan�Pancreatic�Cancer�Registry�of�Japan�Pancreas�Society:�Comparison�between�the
conventional�database�and�National�Clinical�Database�(NCD)

Pancreatology Available�online�16�July�2016.

2014 日本腹部救急医学会 平田�公一
A�comparison�of�the�surgical�mortality�due�to�colorectal�perforation�at�different�hospitals�with
data�from�10,090�cases�in�the�Japanese�National�Clinical�Database

Medicine Publication�Date:�January�2017

2014 日本胃癌学会 芳賀�克夫
Development�and�Validation�of�Grade-Based�Prediction�Models�for�Postoperative�Morbidity�in
Gastric�Cancer�Resection�using�a�Japanese�Web-based�Nationwide�Registry

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�20�June�2019

2014 日本消化器外科学会 竹末�芳生
Risk�calculator�for�predicting�postoperative�pneumonia�after�gastroenterological�surgery
based�on�a�national�Japanese�database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�22�April�2019

2015 日本消化器外科学会 森�正樹
Validity�and�significance�of�30-day�mortality�rate�as�a�quality�indicator�for�gastrointestinal
cancer�surgeries.

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�16�April�2018

2015 日本外科学会 土岐�祐一郎
Frequency�and�risk�factors�for�venous�thromboembolism�after�gastroenterological�surgery
based�on�the�Japanese�National�Clinical�Database�(516,217�cases)

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�22�July�2019

2015 日本内視鏡外科学会 長谷川�博俊
Safety�and�Feasibility�of�Laparoscopic�Surgery�for�Elderly�Rectal�Cancer�Patients�in�Japan:�a
nationwide�study

BJS�Open Published:�11�April�2021

Effect�of�hospital�and�surgeon�volume�on�postoperative�outcomes�after�distal�gastrectomy
for�gastric�cancer�based�on�data�from�145,523�Japanese�patients�collected�from�a�nationwide
web-based�data�entry�system.

Gastric�Cancer First�Online:�09�October�2018

Association�of�Surgeon�and�Hospital�Volume�with�Postoperative�Mortality�after�Total
Gastrectomy�for�Gastric�Cancer�Data�from�71,307�Japanese�Patients�Collected�from�a
Nationwide�Web-based�Data�Entry�System（胃全摘）

Gastric�Cancer Published:�09�October�2020

2016 日本内視鏡外科学会 比企�直樹
Surgical�risk�and�benefits�of�laparoscopic�surgery�for�elderly�patients�with�gastric�cancer.�A
multicenter�prospective�cohort�study

Gastric�Cancer First�Online:�11�December�2018

2016 日本消化器外科学会 後藤�満一 “Real-time”�risk�models�of�postoperative�morbidity�and�mortality�for�liver�transplants Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�02�November�2018

2016 日本肝胆膵外科学会 窪田�敬一
Use�of�the�National�Clinical�Database�to�evaluate�the�association�between�preoperative�liver
function�and�postoperative�complications�among�patients�undergoing�hepatectomy

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:�18�June�2019

2016 日本膵臓学会 岡崎�和一
Risk�model�for�severe�postoperative�complications�after�total�pancreatectomy�based�on�a
nationwide�clinical�database

British�Journal�of�Surgery First�published:�31�January�2020

2016 日本胃癌学会 馬場�秀夫
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申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・発表先 掲載媒体詳細・発表日

2017 日本食道学会 馬場�秀夫
Can�Minimally�Invasive�Esophagectomy�Replace�Open�Esophagectomy�for�Esophageal
Cancer?�Latest�Analysis�of�24,233
Esophagectomies�From�the�Japanese�National�Clinical�Database

Annals�of�Surgery Publication�Date:�January�31,�2019

2017 日本食道学会 馬場�秀夫
Response�to�Comment�on�"Can�Minimally�Invasive�Esophagectomy�Replace�Open
Esophagectomy�for�Esophageal�Cancer?�Latest�Analysis�of�24,233�Esophagectomies�From
the�Japanese�National�Clinical�Database".

Annals�of�Surgery Publication�Date:�December�2019

2017 日本肝胆膵外科学会 田邉�稔
Safe�dissemination�of�laparoscopic�liver�resection�in�27,146�cases�between�2011�and�2017
from�the�National�Clinical�Database�of�Japan

Annals�of�Surgery 2020�Mar�20(Epub�ahead�of�print)

2017 日本肝胆膵外科学会 中村�雅史
Definition�of�the�Objective�Threshold�of�Pancreatoduodenectomy�With�Nationwide�Data
Systems

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:26�December�2019

2017 日本内視鏡外科学会 赤木�智徳
Clinical�impact�of�Endoscopic�Surgical�Skill�Qualification�System�(ESSQS)�by�JSES�for
laparoscopic�distal�gastrectomy�and�low�anterior�resection�based�on�the�NCD�registry

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�31�August�2020

2017 日本消化器外科学会 丸橋�繁
Geriatric�Risk�Prediction�Models�for�Major�Gastroenterological�Surgery�using�the�National
Clinical�Database�in�Japan:�A�Multicenter�Prospective�Cohort�Study

Annals�of�Surgery
October�15,�2020�-�Volume�Publish�Ahead�of
Print

2017 日本消化器外科学会 今野�弘之
Profiles�of�institutional�departments�affect�operative�outcomes�of�eight�gastroenterological
procedures

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�20�February�2021

2018 日本食道学会 本山�悟
Impact�of�certification�status�of�the�institute�and�surgeon�on�short-term�outcomes�after
surgery�for�thoracic�esophageal�cancer:�evaluation�using�data�on�16,752�patients�from�the
National�Clinical�Database�in�Japan

Esophagus First�Online:�03�October�2019

2018 日本胃癌学会 井ノ口�幹人
Feasibility�of�laparoscopic�gastrectomy�for�patients�with�poor�physical�status:�A�retrospective
cohort�study�based�on�a�nationwide�registry�database�in�Japan

Gastric�Cancer First�Online:�22�July�2019

2018 日本腹部救急医学会 星野�伸晃
Emergency�surgery�for�gastrointestinal�cancer:�a�nationwide�study�in�Japan�based�on�the
National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�21�June�2020

2018 日本肝胆膵外科学会 馬場�秀夫
Risk�Factors�for�Bile�Leakage:�Latest�Analysis�of�10,102�Hepatectomies�for�Hepatocellular
Carcinoma�from�the�Japanese�National�Clinical�Database

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:�08�September�2020

2018 日本腹部救急医学会 松岡�義
Antithrombotic�drugs�have�a�minimal�effect�on�intraoperative�blood�loss�during�emergency
surgery�for�generalized�peritonitis:�A�nationwide�retrospective�cohort�study�in�Japan

World�Journal�of�Emergency�Surgery Published:�27�May�2021

2018 膵臓内視鏡外科研究会 中村�雅史

Comparison�of
Outcomes�Between�Laparoscopic�and�Open�Pancreatoduodenectomy�Without
Radical�Lymphadenectomy:�Results�of�Coarsened�Exact�Matching�Analysis
Using�National�Database�Systems

Asian�J�Endosc�Surg First�published:�16�May�2021

2019 日本内視鏡外科学会 松田�武
Clinical�outcome�of�laparoscopic�vs�open�right�hemicolectomy
for�colon�cancer:�A�propensity�score�matching�analysis�of�the
Japanese�National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�01�August�2020

2019 日本腹部救急医学会 山田�岳史
Emergency�surgery�for�gastrointestinal�cancer:�A�nationwide�study�in�Japan�based�on�the
National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�21�June�2020

2019 日本肝胆膵外科学会 花崎�和弘
Association�of�day�of�the�week�with�mortality�after�elective�right�hemicolectomy�for�colon
cancer:�Case�analysis�from�the�National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�15�January�2021

2019 日本食道学会 渡邊�雅之
Association�between�preoperative�HbA1c�levels�and�complications�after�esophagectomy:
Analysis�of�15�801�esophagectomies�from�the�National�Clinical�Database�in�Japan

�Annals�of�Surgery 2020/9/25�accepted

2019 日本消化器外科学会 竹内�裕也
Significance�of�the�Glasgow�Prognostic�Score�for�Short-Term�Surgical�Outcomes:�A
Nationwide�Survey�Using�a�Japanese�National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�Published:��21�March�2021

― 日本消化器外科学会 金治�新悟 Initial�verification�of�data�from�a�clinical�database�of�gastroenterological�surgery�in�Japan Surgery�Today First�Online:�07�November�2018

― 日本消化器外科学会 竹内�裕也
A�risk�model�for�esophagectomy�using�data�of�5354�patients�included�in�a�Japanese
nationwide�web-based�database.

Annals�of�Surgery Publication�Date:�August�2014

― 日本消化器外科学会 渡邊�雅之
Total�gastrectomy�risk�model:�data�from�20,011�Japanese�patients�in�a�nationwide�internet-
based�database.

Annals�of�Surgery Publication�Date:�December�2014

― 日本消化器外科学会 栗田�信浩
Risk�Model�for�Distal�Gastrectomy�When�Treating�Gastric�Cancer�on�the�Basis�of�Data�From
33,917�Japanese�Patients�Collected�Using�a�Nationwide�Web-based�Data�Entry�System.

Annals�of�Surgery Publication�Date:�August�2015

― 日本消化器外科学会 小林�宏寿
Risk�model�for�right�hemicolectomy�based�on�19,070�Japanese�patients�in�the�National
Clinical�Database.

Journal�of�Gastroenterology First�Online:�27�July�2013

― 日本消化器外科学会 松原�長秀
Mortality�after�common�rectal�surgery�in�Japan:�a�study�on�low�anterior�resection�from�a
newly�established�nationwide�large-scale�clinical�database.

Diseases�of�the�Colon�&�Rectum Publication�Date:�September�2014

― 日本消化器外科学会 見城�明
Risk�stratification�of�7,732�hepatectomy�cases�in�2011�from�the�National�Clinical�Database
for�Japan.

Journal�of�the�American�College�of�Surgeons Published�online:November�18,�2013

― 日本消化器外科学会 木村�理
A�pancreaticoduodenectomy�risk�model�derived�from�8575�cases�from�a�national�single-race
population�(Japanese)�using�a�web-based�data�entry�system:�the�30-day�and�in-hospital
mortality�rates�for�pancreaticoduodenectomy.

Annals�of�Surgery Publication�Date:�April�2014

― 日本消化器外科学会 中越�亨
Surgical�risk�model�for�acute�diffuse�peritonitis�based�on�a�Japanese�nationwide�database:�an
initial�report�on�the�surgical�and�30-day�mortality.

Surgery�Today First�Online:�18�September�2014

― 日本消化器外科学会 後藤�満一
National�Clinical�Database�feedback�implementation�for�quality�improvement�of�cancer
treatment�in�Japan:�from�good�to�great�through�transparency.

Surgery�Today First�Online:�24�March�2015

― 日本消化器外科学会 菊池�寛利
Development�and�external�validation�of�preoperative�risk�models�for�operative�morbidities
after�total�gastrectomy�using�a�Japanese�web-based�nationwide�registry.

Gastric�Cancer First�Online:�11�March�2017

― 日本消化器外科学会 國崎�主税
Modeling�preoperative�risk�factors�for�potentially�lethal�morbidities�using�a�nationwide
Japanese�web-based�database�of�patients�undergoing�distal�gastrectomy�for�gastric�cancer.

Gastric�Cancer First�Online:�23�August�2016
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― 日本消化器外科学会 吉田�卓弘
Risk�assessment�of�morbidities�after�right�hemicolectomy
based�on�the�National�Clinical�Database�in�Japan

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�16�April�2018

― 日本消化器外科学会 渡邉�聡明
Prediction�model�for�complications�after�low�anterior�resection�based�on�data�from�33,411
Japanese�patients�included�in�the�National�Clinical�Database.

Surgery Published�online:January�30,�2017

― 日本消化器外科学会 横尾�英樹
Models�predicting�the�risks�of�six�life-threatening�morbidities�and�bile�leakage�in�14,970
hepatectomy�patients�registered�in�the�National�Clinical�Database�of�Japan.

Medicine�(Baltimore) Published�online�2016�Dec�9

― 日本消化器外科学会 青木�修一
Risk�factors�of�serious�postoperative�complications�after�pancreaticoduodenectomy�and�risk
calculators�for�predicting�postoperative�complications:�a�nationwide�study�of�17,564�patients
in�Japan.

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:�14�February�2017

― 日本消化器外科学会 佐瀬�善一郎
Risk�Models�of�Operative�Morbidities�in�16,930�Critically�Ill�Surgical�Patients�Based�on�a
Japanese�Nationwide�Database.

Medicine�(Baltimore) Publication�Date:�July�2015

― 日本消化器外科学会
宇田川�晴司
�(大倉�遊)

Development�of�a�model�predicting�the�risk�of�eight�major�postoperative�complications�after
esophagectomy�based�on�10,826�cases�in�the�Japan�National�Clinical�Database

Journal�of�Surgical�Oncology Accepted�27�November�2019

2013
日本消化器外科学会
Annual�Report

今野�弘之 National�Clinical�Database（消化器外科領域）Annual�Report�2011–2012 日本消化器外科学会雑誌 2013/12/1

2014
日本消化器外科学会
Annual�Report

若林�剛 National�Clinical�Database（消化器外科領域）Annual�Report�2014 日本消化器外科学会雑誌 2015/12/1

2015
日本消化器外科学会
Annual�Report

掛地�吉弘 National�Clinical�Database（消化器外科領域）Annual�Report�2015 日本消化器外科学会雑誌 2017/2/1

2016
日本消化器外科学会
Annual�Report

掛地�吉弘
Surgical�outcomes�in�gastroenterological�surgery�in�Japan:�Report�of�National�Clinical
database�2011–2016

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:23�November�2017

2017
日本消化器外科学会
Annual�Report

長谷川�寛
Surgical�outcomes�in�gastroenterological�surgery�in�Japan:�Report�of�National�Clinical
database�2011–2017

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�20�May�2019

2018
日本消化器外科学会
Annual�Report

掛地�吉弘
Surgical�outcomes�in�gastroenterological�surgery�in�Japan:�Report�of�National�Clinical
database�2011–2018

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:20�March�2020

2019
日本消化器外科学会
Annual�Report

丸橋�繁
Surgical�outcomes�in�gastroenterological�surgery�in�Japan:�Report�of�National�Clinical
database�2011-2019

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�09�April�2021

2020
日本消化器外科学会
Annual�Report

梶原�由規 Annual�report�on�National�Clinical�Database�2020�for�gastroenterological�surgery�in�Japan Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�09�February�2023

2020 日本内視鏡外科学会 絹笠�祐介
Outcomes�of�robot-assisted�versus�conventional�laparoscopic�low�anterior�resection�in
patients�with�rectal�cancer:�propensity-matched�analysis�of�the�National�Clinical�Database�in
Japan

British�Journal�of�Surgery Published:�23�September�2021

2020 日本内視鏡外科学会 宇山�一郎
Safe�implementation�of�robotic�gastrectomy�for�gastric�cancer�under�the�requirements�for
universal�health�insurance�coverage:�a�retrospective�cohort�study�using�a�nationwide�registry
database�in�Japan

Gastric�Cancer First�published:�12�October�2021

2015 日本外科学会 長谷川�潔
Association�between�age�and�short-term�outcome�of�gastroenterological�surgeries�in�older
patients:�An�analysis�using�the�National�Clinical�Database�in�Japan.

Langenbeck's�Archives�of�Surgeryがmajor�revise
で改訂中(2021/2/24)．

Published:�11�August�2021

2019 日本食道学会 竹内�裕也
Impact�of�Reconstruction�Route�on�Postoperative�Morbidity�After�Esophagectomy:�Analysis
of�Esophagectomies�in�the�Japanese�National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�06�September�2021

2019 日本消化器外科学会 西口�幸雄 Survey�regarding�gastrointestinal�stoma�construction�and�closure�in�Japan Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�06�November�2021

2020 日本腹部救急医学会 星野�伸晃
Laparoscopic�surgery�for�acute�diffuse�peritonitis�due�to�gastrointestinal�perforation:�a
nationwide�epidemiologic�study�using�the�National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�13�December�2021

2013 日本消化器外科学会 後藤�満一
Impact�of�board�certification�system�and�adherence�to�the�clinical�practice�guidelines�for�liver
cancer�on�post-hepatectomy�risk-adjusted�mortality�rate�in�Japan:�A�questionnaire�survey�of
departments�registered�with�the�National�Clinical�Database

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:�27�May�2021

2019 日本肝胆膵外科学会 花崎�和弘
Day�of�surgery�and�mortality�after�pancreatoduodenectomy:�A�retrospective�analysis�of�29
270�surgical�cases�of�pancreatic�head�cancer�from�Japan

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:�08�September�2021

2018 日本肝胆膵外科学会 山本�雅一
Surgical�outcomes�of�laparoscopic�versus�open�repeat�liver�resection�for�liver�cancers:�A
report�from�a�nationwide�surgical�database�in�Japan

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:�20�April�2022

2018 日本内視鏡外科学会 小濱�和貴 Prevalence�and�safety�of�robotic�surgery�for�gastrointestinal�malignant�tumors�in�Japan Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�17�May�2022

2018 日本消化器外科学会 吉田�和弘
Surgical�Experience�Disparity�Between�Male�and�Female�Surgeons
in�Japan

JAMA�Surgery First�published:�July�27,�2022

2018 日本肝胆膵外科学会 山本�雅一
Surgical�outcomes�of�laparoscopic�versus�open�repeat�liver�resection�for�liver�cancers:�A
report�from�a�nationwide�surgical�database�in�Japan

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences published:�20�April�2022

2018 日本内視鏡外科学会 小濱�和貴 Prevalence�and�safety�of�robotic�surgery�for�gastrointestinal�malignant�tumors�in�Japan Annals�of�Gastroenterological�Surgery published:�17�May�2022

2018 日本消化器外科学会 吉田�和弘
Surgical�Experience�Disparity�Between�Male�and�Female�Surgeons
in�Japan

JAMA�Surgery published:�July�27,�2022

2018 日本消化器外科学会 掛地�吉弘
Risk�model�for�mortality�associated�with�esophagectomy�via�a�thoracic�approach�based�on
data�from�the�Japanese�National�Clinical�Database�on�malignant�esophageal�tumors

Surgery�Today Published:�27�July�2022

2018 日本消化器外科学会 坂井�義治
A�comparison�of�short-term�surgical�outcomes�of�male�and�female�gastrointestinal�surgeons
in�Japan:�retrospective�cohort�study

BMJ�Journals�Premier�Collection Published：28�September�2022
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2021 日本食道学会 渡邊�雅之
Influence�of�patient�position�in�thoracoscopic�esophagectomy�on�postoperative�pneumonia:�a
comparative�analysis�from�the�National�Clinical�Database�in�Japan

Surgery�Today Published:�21�September�2022

2021 日本消化器外科学会 花﨑�和弘
Effects�of�the�COVID-19�pandemic�on�gastroenterological�surgeries�in�2020:�A�study�using
the�National�Clinical�Database�of�Japan

Annals�of�Gastroenterological�Surgery published:�18�November�2022

2022 消化器外科 北川�雄光
The�impact�of�COVID-19�for�postoperative�outcomes�using�a�nationwide�Japanese�database
of�patients�undergoing�distal�gastrectomy�for�gastric�cancer

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�04�May�2023

2022 消化器外科 北川�雄光
Analysis�of�the�short-term�outcomes�after�esophagectomy�for�esophageal�cancer�during�the
COVID-19�pandemic�using�data�from�a�nationwide�Japanese�database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�04�May�2023

2022 消化器外科 北川�雄光
Impact�of�COVID-19�Pandemic�on�Short-term�Outcomes�after�Low�Anterior�Resection�in
Patients�with�Rectal�Cancer:�Analysis�of�Data�from�the�Japanese�National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�16�August�2023

2022 消化器外科 北川�雄光
Original�Article�Impact�of�the�COVID-19�pandemic�on�the�number�and�short-term�outcomes
in�hepatectomy�for�hepatocellular�carcinoma:�Results�from�the�Japanese�National�Clinical
Database,�2018–2021.

Hepatology�Research First�published:�03�February�2024

2013 日本消化器外科学会 後藤�満一
Impact�of�board�certification�system�and�implementation�of�clinical�practice�guideline�for
pancreatic�cancer�on�mortality�of�pancreaticoduodenectomy

Surgery�Today Published07�May�2020

2017 日本消化器外科学会 後藤�満一
Impact�of�a�board�certification�system�and�adherence�to�the�clinical�practice�guidelines�for
gastric�cancer�on�risk-adjusted�surgical�mortality�after�distal�and�total�gastrectomy�in�Japan:
a�questionnaire�survey�of�departments�registered�in�the�National�Clinical�Database

Surgery�Today Published:�18�November�2023

2016
山口大学
（AMED石田班）

永野�浩昭
Impact�of�the�hospital�volume�and�setting�on�postoperative�complications�of�surgery�for
gastroenterological�cancers�in�a�regional�area�of�Western�Japan

Surgery�Today Published:�10�August�2022

2021 日本肝胆膵外科学会 齋浦�明夫
Volume-�and�quality-controlled�certification�system�promotes�centralization�of�complex
hepato-pancreatic-biliary�surgery

Journal�of�Hepato-Biliary-Pancreatic�Sciences First�published:�27�January�2023

2019 日本内視鏡外科学会 森�俊幸
Skill-qualified�surgeons�positively�affect�short-term�outcomes�after�laparoscopic�gastrectomy
for�gastric�cancer:�A�survey�of�the�National�Clinical�Database�of�Japan

Surgical�Endoscoy Published:�02�March�2023

2021 日本内視鏡外科学会 猪股�雅史
The�clinical�impact�of�COVID-19�on�endoscopic�surgery�in�Japan:�Analysis�of�data�from�the
National�Clinical�Database

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�15�February�2023

2018 日本消化器外科学会 瀬戸�泰之
Requirements�for�hospitals�in�Japan�to�have�low�operative�mortality�and�failure-to-rescue
rates

Annals�of�Gastroenterological�Surgery First�published:�16�October�2023

2015 日本食道学会 松原�久裕
Essential�risk�factors�for�operative�mortality�in�elderly�esophageal�cancer�patients�registered
in�the�National�Clinical�Database�of�Japan

Esophagus
Published:�20�September�2022
volume

2020 日本食道学会 中島�康晃
Surgical�outcomes�of�reconstruction�using�the�gastric�tube�and�free�jejunum�for�cervical
esophageal�cancer:�analysis�using�the�National�Clinical�Database�of�Japan

Esophagus
Published:�10�March�2023
volume

2019 日本内視鏡外科学会 森�俊幸
Specialty-Certified�Colorectal�Surgeons�Demonstrate�Favorable�Short-term�Surgical
Outcomes�for�Laparoscopic�Low�Anterior�Resection:�Assessment�of�a�Japanese�Nationwide
Database,Diseases�of�the�Colon�&�Rectum.

Diseases�of�the�Colon�&�Rectum September�11,�2023

2021 日本食道学会 竹内�裕也
Impact�of�reconstruction�route�on�postoperative�morbidity�after�esophagectomy:�Analysis�of
esophagectomies�in�the�Japanese�National�Clinical�Database

Ann�Gastroenterol�Surg First�published:�06�September�2021

2022 日本食道学会 北川�雄光
Comparison�of�short-term�outcomes�among�abdominal�approaches�in�minimally�invasive
thoracoscopic�esophagectomy�using�nationwide�Japanese�databases

Annals�of�surgery
Published:�21�February�2017
volume

2020
静岡県立静岡がんセン
ター�肝胆膵外科

杉浦�禎一
Morbidity�after�left�trisectionectomy�for�hepato-biliary�malignancies:�An�analysis�of�the
National�Clinical�Database�of�Japan

JHBPS First�published:�26�September�2023
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Ci r cul at i on Jour nal
2017 Sep 12.  doi :
10. 1253/ci r cj . CJ-17-0483.

The Soci et y of  Thor aci c Sur geons ( STS)  53r d
Annual  Meet i ng 2017

Jan. 2017; Houst on,  TX

第45回日本心臓血管外科学会学術総 2015年2月（ 京都）

Amer i can Associ at i on f or  Thor aci c Sur ger y
( AATS)  95t h Annual  Meet i ng 2015

Apr . 2015; Seat t l e,
Washi ngt on

The Jour nal  of  Thor aci c and Car di ovascul ar
Sur ger y

2016 Apr ; 151( 4) : 1092-8.

第43回日本血管外科学会学術総会 2015年5月（ 神奈川）

第58回�関西胸部外科学会学術集会 2015年6月（ 岡山）

The Jour nal  of  Thor aci c and Car di ovascul ar
Sur ger y

2019 Feb 15.  pi i :  S0022-
5223( 19) 30357-5.  doi :
10. 1016/j . j t cvs. 2019. 01. 122
.

第45回日本血管外科学会学術総会 2016年5月（ 広島）

The Annal s of  Thor aci c Sur ger y
 2018 May; 105( 5) : 1392-1396.
doi :

2014 日本心臓血管外科手術データベース機構 國原� 孝 非僧帽弁手術における心房細動に対する外科的肺静脈隔離術の有効性 Gener al  Thor aci c and Car di ovascul ar  Sur ger y
2017 May 23.  doi :
10. 1007/s11748-017-0785-x.

2014 日本心臓血管外科手術データベース機構 大北� 裕 胸部大動脈瘤手術における慢性閉塞性肺疾患の影響 Eur opean Jour nal  of  Car di o-Thor aci c Sur ger y 2017 Apr  1; 51( 4) : 761-766.

2014 日本心臓血管外科手術データベース機構 夜久� 均 開心術後の大動脈狭窄症に対する大動脈弁置換術の成績および手術リスク因子の検討 European Jour nal  of  Car di o-Thor aci c Sur ger y 2017 Feb 1; 51( 2) : 347-353

第68回日本胸部外科学会定期学術集会 2015年10月（ 神戸）

The Soci et y of  Thor aci c Sur geons ( STS)  52nd
Annual  Meet i ng

2016;  Phoeni x,  Ar i zona

The Annal s of  Thor aci c Sur ger y  2017 Jul ; 104( 1) : 56-61

29th Eur opean Associ at i on f or  Car di o-Thor aci c
Sur ger y ( EACTS)  Annual  Meet i ng

Oct . 2015; Amster dam,  The
Nether l ands

Gener al  Thor aci c and Car di ovascul ar  Sur ger y  2 November  2021

第46回日本心臓血管外科学会学術総会 2016年2月（ 名古屋）

The Jour nal  of  Thor aci c and Car di ovascul ar
Sur ger y

2018 Apr  12.  pi i :  S0022-
5223( 18) 30934-6

2015 日本心臓血管外科手術データベース機構 宮田� 裕章
医療機器の市販後における使用成績評価の質及び信頼性の確保のための要件等に関す
る研究（ 厚生労働科学研究委託業務）

32nd I nt er nat i onal  Conf er ence on
Phar macoepi demi ol ogy and Ther apeut i c Ri sk
Management

Aug. 2016; Dubl i n,   I r el and

2015 日本心臓血管外科手術データベース機構 佐々木�啓明 心臓血管外科手術における出血量の予測因子について
Jour nal  of  Car di ot hor aci c and Vascul ar
Anest hesi a

2017 Oct  13.  pi i :  S1053-
0770( 17) 30802-9

第30回日本冠疾患学会学術集会 2016年12月（ 東京）

Amer i can� Hear t � Associ at i on（ AHA） 2017
Nov. 2017; Anahei m,
Cal i f or ni a

J Thor ac Car di ovasc Sur g 2019 Sep 28.

Ci r cul at i on Jour nal
2018 Jun 27.  doi :
10. 1253/ci r cj . CJ-18-0371.

第47回日本心臓血管外科学会学術総会 2017年2月（ 東京）

第22回日本成人先天性心疾患学会ジョ イント シン
ポジウム

2020年1月（ 東京）

日本心臓血管外科学会 2020

31st   Eur opean Associ at i on f or  Car di o-
Thor aci c Sur ger y ( EACTS)   Annual  Meet i ng,

Oct . 2017; Vi enna,  Aust r i a

I nt er act i ve Car di oVascul ar  and Thor aci c
Sur ger y

2018 Dec 1; 27( 6) : 895-900

2016 日本心臓血管外科手術データベース機構 饗庭� 了
心室中隔欠損症に対して広く 行われている外科的閉鎖術に際して、 低体重の術後経過
への影響を検討する

Amer i can� Hear t � Associ at i on（ AHA） 2018 Nov.  10,  2018

第47回日本心臓血管外科学会学術総会 2017年2月（ 東京）

Ci r c J.
2019 Sep 11.  doi :
10. 1253/ci r cj . CJ-19-0593.

Eur opean Jour nal  of  Car di o-Thor aci c Sur ger y
Eur opean Jour nal  of  Car di o-
Thor aci c Sur ger y 00 ( 2020)
1–9

第72回日本胸部外科学会定期学術集会 2019年11月

2016 日本心臓血管外科手術データベース機構 阿部 知伸 急性A型大動脈解離の手術成績、 患者背景の経時的な推移 Eur opean Jour nal  of  Car di o-Thor aci c Sur ger y
Eur opean Jour nal  of  Car di o-
Thor aci c Sur ger y,  ezz323

第71回日本胸部外科学会定期学術集会 2018年10月（ 東京）

Ci r cul at i on Jour nal

l  doi :  10. 1253/ci r cj . CJ-19-
0674
2020 Vol ume 84 I ssue 2
Pages 277-282

2016 日本心臓血管外科手術データベース機構 櫻岡� 緑 Sur vei l l ance of  AF Sur ger y i n Asi a-paci f i c Regi on
9t h Asi a Paci f i c Hear t  Rhyt hm Soci et y
Sci ent i f i c Sessi on 2016

Oct . 2016 , Seoul

大動脈ステント グラフト 挿入後の大動脈解離症例の検討宮入� 剛日本心臓血管外科手術データベース機構2014

冠動脈インターベンショ ン既往が冠動脈バイパス手術の周術期成績に与える影響の検
討

植木� 力日本心臓血管外科手術データベース機構2014

各慢性腎不全病期におけるオフポンプ冠動脈バイパス術の有用性の検討佐々木�啓明日本心臓血管外科手術データベース機構2014

ダウン症候群に伴う 先天性心疾患に対する外科治療成績帆足� 孝也日本心臓血管外科手術データベース機構2014

低左心機能患者におけるOPCABと On-pump� CABGの比較検討植木� 力日本心臓血管外科手術データベース機構2014

2014 日本心臓血管外科手術データベース機構 夜久� 均 OFF-PUMP� CABGと � ON-PUMP� CABGの術後早中期成績の比較

単心室における房室弁弁置換術の遠隔期成績の検討杉本晃一日本心臓血管外科手術データベース機構2015

中野 清治 本邦における再開心術（ 人工弁置換術）日本心臓血管外科手術データベース機構2016

2016 日本心臓血管外科手術データベース機構 坂口� 元一 心筋梗塞後心室中隔穿孔の周術期成績の検討

2014 日本心臓血管外科手術データベース機構 國原� 孝 大動脈弁温存基部置換術の全国集計

I mpact � of � Body� Mass� I ndex� and� Al bumi n� on� Mor bi di t y� and� Mor t al i t y� af t er
Car di ac Car di ac Sur ger y i n Ger i at r i c Pat i ent s

坂東� 興日本心臓血管外科手術データベース機構2015

急性肺塞栓症に対する外科治療の日本の現況福田� 幾夫日本心臓血管外科手術データベース機構2015

2015 日本心臓血管外科手術データベース機構 北川哲也 成人先天性心疾患の外科治療に関する研究

2016 日本心臓血管外科手術データベース機構 徳田順之 本邦における大動脈弁手術における患者背景の推移と手術成績の解析
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第51回心臓血管外科学会 2021年2月（ 京都）

J Thor ac Car di ovasc Sur g  open Vol . 9 Number  C 237-243

第70回日本胸部外科学術総会演題登録 2017年10月（ 岡山）

第71回日本胸部外科学術総会演題登録 2018年10月（ 東京）

「 Whi ch� Pat i ent s� Ar e� Candi dat es� f or � Mi ni mal l y
I nvasi ve� Mi t r al � Val ve� Sur ger y?� -
Est abl i shment  of  Ri sk Cal cul at or s Usi ng
Nat i onal � Cl i ni cal � Dat abase. 」

Ci r c J.  2019 Jul
25; 83( 8) : 1674-1681.  doi :
10. 1253/ci r cj . CJ-19-0175.
Epub 2019 Jun 29

「 The� ef f ect � of � hospi t al � and� sur geon
pr ocedur e vol ume on i nci dence of
i nt r aoper at i ve conver si on dur i ng of f -pump
cor onar y� ar t er y� bypass� gr af t i ng」
Amer i can Associ at i on f or  Thor aci c Sur ger y
( AATS)

99t h Annual  Meet i ng
Tor ont o,  Canada 2019

Semi nar s i n Thor aci c and Car di ovascul ar
Sur ger y

 &&: &&–&& © 2020

「 I mpact � of � I n-Hospi t al � Tr anscat het er � Aor t i c
Val ve Repl acement  Avai l abi l i t y on Out comes of
Sur gi cal  Aor t i c Val ve Repl acement  i n El der l y
Pat i ent s」
Amer i can Associ at i on f or  Thor aci c Sur ger y
( AATS)

99t h Annual  Meet i ng
Tor ont o,  Canada 2019

Ci r cul at i on Jour nal

doi : 10. 1253/ci r cj . CJ-20-
0032
2020 Vol ume 84 I ssue 9
Pages 1599-1604

2017 日本心臓血管外科手術データベース機構 藤田�知之 急性心筋梗塞後の僧帽弁閉鎖不全症への治療検討 Gen Thor ac Car di ovasc Sur g
Gen Thor ac Car di ovasc Sur g
.  2020 Jun 25.  doi :
10. 1007/s11748-020-01418-y

Ci r cul at i on Jour nal

Ci r cul at i on Jour nal . 2020
Aug 25
doi : 10. 1253/ci r cj . CJ-20-
0032

Amer i can Associ at i on f or  Thor aci c Sur ger y
( AATS)

99t h Annual  Meet i ng
Tor ont o,  Canada 2019

2017 日本心臓血管外科手術データベース機構 正井�崇史 本邦における透析大動脈弁狭窄症に対する大動脈弁置換術のsurgical�AVRの成績 Ci r cul at i on Jour nal

Ci r cul at i on Jour nal . 2020
Jul  22
doi : 10. 1253/ci r cj . CJ-20-
0042

2017 日本心臓血管外科手術データベース機構 藤田�知之 急性心筋梗塞後の僧帽弁閉鎖不全症への治療検討 Gen Thor ac Car di ovasc Sur g
Gen Thor ac Car di ovasc Sur g
.  2020 Jun 25.  doi :
10. 1007/s11748-020-01418-y

2017 日本心臓血管外科手術データベース機構 ― 中等度及び高リスク大動脈弁置換術症例の成績と施設間差の検討

「 I mpact � of � I n-Hospi t al � Tr anscat het er � Aor t i c
Val ve Repl acement  Avai l abi l i t y on Outcomes of
Sur gi cal  Aor t i c Val ve Repl acement  i n El der l y
Pat i ent s」
Amer i can Associ at i on f or  Thor aci c Sur ger y
( AATS)  99t h Annual  Meet i ng Tor onto,  Canada
2019

Ci r cul at i on Jour nal . 2020
Aug 25
doi : 10. 1253/ci r cj . CJ-20-
0032

2017 日本心臓血管外科手術データベース機構 平田康隆
Data pr ovi si on and cooper at i on wi t h Wor l d Dat abase of  Pedi at r i c and
Congeni t al  Hear t  Sur ger y

Pedi at r  Car di ol 2018 Jan;39(1)

2017 日本心臓血管外科手術データベース機構 ― 本邦における透析大動脈弁狭窄症に対する大動脈弁置換術のsur gi cal � AVRの成績 Ci r cul at i on Jour nal

Ci r cul at i on Jour nal . 2020
Jul  22
doi : 10. 1253/ci r cj . CJ-20-
0042

34t h EACTS Annual  Meet i ng 2020年10月

Eur opean Jour nal  of  Car di o-Thor aci c Sur ger y
00 ( 2021)

 1–8
doi:10.1093/ejcts/ezab252

第32回日本外科感染症学会総会学術集会 2019年11月（ 岐阜）

日本外科感染症学会雑誌 17( 2) :  54-59,  2021.

2018 日本心臓血管外科手術データベース機構 坂東�興
I mpact � of � Body� Mass� I ndex� on� Mor bi di t y� and� Mor t al i t y� af t er � Car di ac� Car di ac
Sur ger y i n Ger i at r i c Pat i ent s Par t 3: Thor aci c aor t i c sur ger y

J Thor ac Car di ovasc Sur g

2020 Aug; 160( 2) : 409-
420. e14.  doi :
10. 1016/j . j t cvs. 2019. 07. 048
.  Epub 2019 Sep 28.

34t h EACTS Annual  Meet i ng 2020年10月

Eur opean Jour nal  of  Car di ot hor aci c Sur ger y  2021 Jul  30; 60( 2) : 377-383

2018 日本心臓血管外科手術データベース機構 縄田�寛 マルファン症候群の心臓血管外科手術に関する調査 第51回心臓血管外科学会 2021年2月（京都）

2018 日本心臓血管外科手術データベース機構 松浦�馨 人工透析患者に対する大動脈弁置換術の手術成績と長期予後に関する多施設研究 The Annal s of  Thor aci c Sur ger y Jan.2023

Amer i can Associ at i on f or  Thor aci c Sur ger y
( AATS)  100t h Annual  Meet i ng

NY,  USA 2020

34t h EACTS Annual  Meet i ng 2020年10月

2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 宮田裕章 時空間因子の複合的な効果が急性大動脈症候群の手術症例の予後に及ぼす影響
Jour nal  of  Thor aci c and Car di ovascul ar
Sur ger y

DOI :
ht t ps: //doi . or g/10. 1016/j . j
t cvs. 2020. 03. 043

2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 志水�秀行 東日本大震災前後における先天性心疾患手術数の動向についての調査 Jour nal  of  t he Amer i can Hear t  Associ at i on
Jour nal  of  t he Amer i can
Hear t  Associ at i on
10. 1161/JAHA. 119. 014787

2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 大北�裕 日本における�急性A型大動脈解離の治療
The Jour nal  of  Thor aci c and Car di ovascul ar
Sur ger y

The Jour nal  of  Thor aci c and
Car di ovascul ar  Sur ger y. 2020
Nov 11

15th I nt er nat i onal  Soci et y of  Ul t r asound i n
Obst et r i cs and Gynecol ogy

2019年

Jour nal  of  Car di ol ogy
https://doi.org/10.1016/j.jjcc.20
21.08.013（Accepted�4�August
2021）

2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 北村�惣一郎
先天性心疾患に対する冠動脈移転手術( cor onar y� t r ansf er )に伴う 冠血行不全の頻
度・ 原因・ 対策など生存率向上に資する調査研究と ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ作成

European Jour nal  of  Car di ot hor aci c Sur ger y 2021年12月

2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 杉本�愛
完全型心内膜床欠損症及びファロー四徴症合併症例に対する本邦の治療成績と周術期
危険因子の検討

Gen Thor ac Car di ovasc Sur g 2022 Mar 25

先天性心疾患術後の遅発性心タンポナーデの発症に関連する因子の検討平松祐司日本心臓血管外科手術データベース機構2016

2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 平田�康隆
全国および東京都における重症先天性心疾患の胎児診断率と予後に関する網羅的調査
( JCVSD調査分)

2018 日本心臓血管外科手術データベース機構 福田�幾夫 慢性腎機能障害が弓部大動脈手術成績に与える影響についての検討

2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 総動脈管症治療戦略におけるst aged� r epai rの有用性太田教隆

SPシャント 手術が、 機能的単心室患者の生命予後に与える危険因子の同定井出�雄二郎日本心臓血管外科手術データベース機構2018

西� 宏之
右小開胸僧帽弁手術の有用性および安全性の検討
～本邦におけるリスクファ クターの解析～

日本心臓血管外科手術データベース機構2017

低リスク大動脈弁置換術症例の成績と施設間差の検討田畑 実日本心臓血管外科手術データベース機構2017

オフポンプ冠動脈バイパス術における術中コンバージョ ンのリスク解析植木 力日本心臓血管外科手術データベース機構2017

中等度及び高リスク大動脈弁置換術症例の成績と施設間差の検討田畑�実日本心臓血管外科手術データベース機構2017

胸部心臓血管外科領域におけるSSI 発生の現状とその影響中井�真尚日本心臓血管外科手術データベース機構2018
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2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 松浦�馨 中等度以下虚血性僧帽弁閉鎖不全症に対する僧帽弁手術の現状とその治療成績 Gen Thor ac Car di ovasc Sur g 2023年3月

2019 日本心臓血管外科手術データベース機構 立石�渉 本邦の心臓大血管手術後SSI の発生頻度とリスク・ 短期予後への影響 Gen Thor ac Car di ovasc Sur g 2022年12月

2020 日本心臓血管外科手術データベース機構 坂東�興
冠動脈病変を有する大動脈弁狭窄症に対する大動脈弁置換術及び大動脈弁置換術＋冠
動脈バイパスの早期成績とリスク因子に関する検討

AATS 2021年4月

2020 日本心臓血管外科手術データベース機構 縄田�寛
Fi r st � Dat abase� Compar i son� Between� t he� Uni t ed� St at es� and� Japan: � Cor onar y
Ar t er y� Bypass� Gr af t i ng

Ann Thor ac Sur g 2020 Apr;109(4):1159-1164.

2020 日本心臓血管外科手術データベース機構 大石��恭久 弓部大動脈手術における術式による早期治療成績の比較 Annal s of  Vascul ar  Sur ger y 2023年10月

2020 日本心臓血管外科手術データベース機構 荻野�均 急性大動脈解離の外科治療に関する全国規模の診療実態調査 J Thor ac Car di ovasc Sur g 2023年11月

2021 日本心臓血管外科手術データベース機構 月原弘之 Audi t -Based� Qual i t y� Val i dat i on� of � t he� Japan� Car di ovascul ar � Sur ger y� Dat abase Circulation Journal 2021 Oct 25;85(11):2014-2018.

2021 日本心臓血管外科手術データベース機構 北村�惣一郎 ロボッ ト 心臓手術（ 僧帽弁閉鎖不全に対する形成術） の成績 Kyobu Geka 2022 Jul;75(7)

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―

Ri sk model of t hor aci c aor t i c sur ger y i n 4707 cases f r om a nat i onwi de
si ngl e-r ace popul at i on t hr ough a web-based dat a ent r y syst em: t he f i r st
r epor t of 30-day and 30-day oper at i ve out come r i sk model s f or t hor aci c
aor t i c sur ger y.

Ci r cul at i on

Ci r cul at i on.  2008 Sep
30; 118( 14 Suppl ) : S153-9.
doi :
10. 1161/CI RCULATI ONAHA. 107.
756684.

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Fi r st r epor t on 30-day and oper at i ve mor t al i t y i n r i sk model of i sol at ed
cor onar y ar t er y bypass gr af t i ng i n Japan.

Ann Thor ac Sur g

Ann Thor ac Sur g.  2008
Dec; 86( 6) : 1866-72.  doi :
10. 1016/j . at hor acsur . 2008. 0
8. 001.

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Ri sk model of val ve sur ger y i n Japan usi ng t he Japan Adul t Car di ovascul ar
Sur ger y Dat abase.

J Hear t  Val ve Di s
J Hear t  Val ve Di s.  2010
Nov; 19( 6) : 684-91.

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Ri sk model s i ncl udi ng hi gh-r i sk car di ovascul ar pr ocedur es: cl i ni cal
pr edi ct or s of  mor t al i t y and mor bi di t y.

Eur  J Car di ot hor ac Sur g

Eur  J Car di ot hor ac Sur g.
2011 May; 39( 5) : 667-74.  doi :
10. 1016/j . ej ct s. 2010. 08. 050
.  Epub 2010 Nov 2.

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Ef f ect of benchmar ki ng pr oj ect s on out comes of cor onar y ar t er y bypass gr af t
sur ger y: chal l enges and pr ospect s r egar di ng t he qual i t y i mpr ovement
i ni t i at i ve.

J Thor ac Car di ovasc Sur g

J Thor ac Car di ovasc Sur g.
2012 Jun; 143( 6) : 1364-9.
doi :
10. 1016/j . j t cvs. 2011. 07. 010
.

日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Oper at i ve mor t al i t y and compl i cat i on r i sk model f or al l maj or car di ovascul ar
oper at i ons i n Japan.

Ann Thor ac Sur g.
 2015 Jan; 99( 1) : 130-9.  doi :
10. 1016/j . at hor acsur . 2014. 0
7. 038.  Epub 2014 Nov 6.

日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Qual i t y� i mpr ovement � i n� car di ovascul ar � sur ger y: � r esul t s� of � a� sur gi cal
qual i t y i mpr ovement  pr ogr amme usi ng a nat i onwi de cl i ni cal  dat abase and
dat abase-dr i ven si t e vi si t s i n Japan.

BMJ� Qual � Saf . 2019

日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Devel opment of Bayesi an Mor t al i t y Categor i es f or Congeni t al Car di ac Sur ger y
i n Japan

The Annal s of  Thor aci c Sur ger y. 2020 Sep 16

日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
本邦における心臓血管外科手術の現状：
2015年、 2016年の日本心臓血管外科手術データベースの検討

日本心臓血管外科学会雑誌
Vol . 48, No. 1� Junuar y2019
P1-24

日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Cur r ent st at us of car di ovascul ar sur ger y i n Japan, 2015 and 2016: a r epor t
based on t he Japan Car di ovascul ar Sur ger y Dat abase. 1-congeni t al hear t
sur ger y.

Gen Thor ac Car di ovasc Sur g.
 2019 Jul  20.  doi :
10. 1007/s11748-019-01160-0.

日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Cur r ent St at us of car di ovascul ar sur ger y i n Japan, 2015 and 2016: a r epor t
based on t he Japan Car di ovascul ar Sur ger y Dat abase. 2-I sol at ed cor onar y
ar t er y bypass gr af t i ng sur ger y.

Gen Thor ac Car di ovasc Sur g.
 2019 Jun 29.  doi :
10. 1007/s11748-019-01162-y.

日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Cor r ect i on t o: Cur r ent st at us of car di ovascul ar sur ger y i n Japan, 2015 and
2016, a r epor t based on t he Japan Car di ovascul ar Sur ger y Dat abase. 3-
Val vul ar  hear t  sur ger y.

Gen Thor ac Car di ovasc Sur g.
 2019 Aug 5.  doi :
10. 1007/s11748-019-01178-4.

日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Cur r ent st at us of car di ovascul ar sur ger y i n Japan, 2015 and 2016: anal ysi s
of dat a f r om Japan Car di ovascul ar Sur ger y Dat abase. 4-Thor aci c aor t i c
sur ger y.

Gen Thor ac Car di ovasc Sur g.
2019 Jul  16.
doi : 10. 1007/s11748-019-
01163-x.

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
本邦における2017， 2019年の心臓血管外科手術の現状： 日本心臓血管外科手術データ
ベース（ JCVSD） からの報告� 1. 先天性心疾患手術

日本心臓血管外科学会雑誌
日本心臓血管外科学会雑誌
2020�年� 49�巻� 4�号� p. � 151-
154

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
本邦における2017， 2019年の心臓血管外科手術の現状： 日本心臓血管外科手術データ
ベース（ JCVSD） からの報告� 2. 単独冠動脈バイパス手術

日本心臓血管外科学会雑誌
日本心臓血管外科学会雑誌
2020�年� 49�巻� 4�号� p. � 155-
159

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
本邦における2017， 2019年の心臓血管外科手術の現状： 日本心臓血管外科手術データ
ベース（ JCVSD） からの報告� 3. 心臓弁膜症手術

日本心臓血管外科学会雑誌
日本心臓血管外科学会雑誌
2020�年� 49�巻� 4�号� p. � 160-
168

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
本邦における2017， 2019年の心臓血管外科手術の現状： 日本心臓血管外科手術データ
ベース（ JCVSD） からの報告� 4. 胸部大動脈手術

日本心臓血管外科学会雑誌
日本心臓血管外科学会雑誌
2020�年� 49�巻� 4�号� p. � 169-
179

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ― CABG� i n� NCD/JACVSD Ni hon Ri nsho
2016 Jun 20; 74 Suppl  4 Pt
1: 446-51.  Japanese.

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Long-t erm r esul t s of bi l at er al pul monar y ar t er y bandi ng ver sus pr i mar y
Nor wood pr ocedur e

Pedi at r  Car di ol
Pedi at r  Car di ol .  2018
Jan; 39( 1) : 111-119

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Pr ocedur e- and Hospi t al -Level Var i at i on of Deep St er nal Wound I nf ect i on Fr om
Al l -Japan Regi st r y

Ann Thor ac Sur g.

2020 Feb; 109( 2) : 547-554.
doi :
10. 1016/j . at hor acsur . 2019. 0
5. 076.  Epub 2019 Jul  20.

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
St at us of  car di ovascul ar  sur ger y i n Japan:  a r epor t  based on t he
Japan Car di ovascul ar  Sur ger y Dat abase 2017-2018.  1.  Congeni t al  hear t  sur ger y

Asi an Car di ovascul ar  and Thor aci c Annal s. 2021.Vol.29�（4）

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
St at us of car di ovascul ar sur ger y i n Japan between 2017 and 2018: A r epor t
based� on� t he� Japan� car di ovascul ar � sur ger y� dat abase� 2. � I sol at ed
cor onar y� ar t er y� bypass� sur ger y

Asi an Car di ovascul ar  and Thor aci c Annal s. 2021.Vol.29�（4）

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
St at us of car di ovascul ar sur ger y i n Japan between 2017 and 2018: a r epor t
based on t he Japan Car di ovascul ar  Sur ger y Dat abase.  3.  Val vul ar  hear t
sur ger y

Asi an Car di ovascul ar  and Thor aci c Annal s. 2021.Vol.29�（4）

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
St at us of car di ovascul ar sur ger y i n Japan between 2017 and 2018: a r epor t
based on t he Japan Car di ovascul ar Sur ger y Dat abase. 4. Thor aci c aor t i c
sur ger y

Asi an Car di ovascul ar  and Thor aci c Annal s. 2021.Vol.29�（4）

― 日本心臓血管外科手術データベース機構 ―
Audi t -Based� Qual i t y� Val i dat i on� of � t he� Japan
Car di ovascul ar  Sur ger y Dat abase

Ci r cul at i on Jour nal

 2021 Vol ume 85 I ssue 11
Pages 2014-2018
doi :  10. 1253/ci r cj . CJ-21-
0444

申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・ 発表先 掲載媒体詳細・ 発表日

2016
日本心臓血管外科手術データベース機構
日本心血管インターベンショ ン治療学会

― 施設内CABGおよびPCI 症例数対比の検討 Jour nal  of  Cl i ni cal  Medi ci n ―

アニュアルの詳細は各学会へお問い合わせく ださい
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学会名：日本血管外科学会

申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・発表先 掲載媒体詳細・発表日 備考

2018年度 日本血管外科学会 保坂 晃弘 腹部大動脈領域の人工血管・ステントグラフト感染に対する術式と予後

2019年度 日本血管外科学会 尾原 秀明
National Clinical Database（NCD）を用いた膝窩動脈捕捉症候群の術式と予後
の検討

EJVES 2023/5/21 https://www.ejves.com/article/S1078-5884(23)00430-6/fulltext

アニュアルの詳細は各学会へお問い合わせください
URL：https://www.jsvs.org/ja/

・Hosaka A, Kumamaru H, Usune S, Miyata H, Goto H.
Outcomes of Surgery for Endograft Infection in the
Abdominal Aorta and Iliac Artery: A Nationwide Cohort
Study. Ann Surg. 2023 Apr 1;277(4):e963-e970.
・Hosaka A, Kumamaru H, Usune S, Miyata H, Goto H.
Surgical Repair of Abdominal Aorto-Iliac Prosthetic Graft
Infections: A Nationwide Japanese Cohort Study. Eur J Vasc
Endovasc Surg. 2023 Sep;66(3):407-416.
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申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・発表先 掲載媒体詳細・発表日

2016
(掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データベース委員会 : National Clinical Database
（小児外科領域）Annual Report 2011-2012.

日本小児外科学会雑誌 52: 1350-1359, 2016

2018
(掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データベース委員会 : National Clinical Database
（小児外科領域）Annual Report 2013-2014

日本小児外科学会雑誌 54: 314-335, 2018

2019
(掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データベース委員会 : National Clinical Database
（小児外科領域）Annual Report 2015-2016

日本小児外科学会雑誌 55: 298-303, 2019

2020
(掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データベース委員会 : National Clinical Database
（小児外科領域）Annual Report 2017-2018

日本小児外科学会雑誌 57: 765-772, 2021

2020
（掲載年）

日本小児外科学会
日本小児外科学会 学術・先進医療検討委
員会

わが国の新生児外科の現状
一2018年新生児外科全国集計一

日本小児外科学会雑誌 56: 1167-1182, 2020

2021
(掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データベース委員会 : National Clinical Database
（小児外科領域）Annual Report 2019

日本小児外科学会雑誌 57：　765-772,　2021

2023
(掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データベース委員会 : National Clinical Database
（小児外科領域）Annual Report 2020

日本小児外科学会雑誌 59: 72-78, 2023

2023
(掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データベース委員会 : National Clinical Database
（小児外科領域）Annual Report 2021

日本小児外科学会雑誌 59: 912-918, 2024

2016 日本小児外科学会 藤代　準
Abdominal Drainage at Appendectomy for Complicated Appendicitis in
Children: A Propensity-matched Comparative Study

Annals of Surgery 274: e599-e604,　2021.

2017 日本小児外科学会 照井 慶太
Development and validation of risk models for mortality and
morbidity in 12 major pediatric surgical procedures: A study from the
National Clinical Database-Pediatric of Japan

Journal of Pediatric
Surgery

55: 2064-2070, 2020

2017 日本小児外科学会 藤代　準
Laparoscopic Versus Open Appendectomy for Acute Appendicitis
in Children: a Nationwide Retrospective Study on Postoperative Outcomes

Journal of
Gastrointestinal
Surgery

25: 1036-1044, 2021

2019 日本小児外科学会 石丸　哲也
Risk factors for postoperative anastomotic leakage after repair of
esophageal atresia: a retrospective nationwide database study

Surgery Today
Published
05 April 2023

2020 日本小児外科学会 照井　慶太 Surgery Today
Published:
24 August 2023

2024 日本小児外科学会 伊勢　一哉
Impact of the novel coronavirus infection in pediatric surgery: an
analysis of data from the National Clinical Database

Surgery Today
Published:
13 February 2024

アニュアルの詳細は各学会へお問い合わせください
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申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・ 発表先 掲載媒体詳細・ 発表日

- 日本呼吸器外科学会 佐藤�幸夫
The� consecut i ve� i mpact � of � COVI D-19� on� t hor aci c� sur gi cal � pr ocedur es� i n� Japan:
anal ysi s� of � dat a� f r om� t he� Nat i onal � Cl i ni cal � Dat abase

Sur ger y� Today.
2023� Nov� 7.
DOI : � 10. 1007/s00595-023-02763-0

2019 日本呼吸器外科学会 井上� 匡美
Per i oper at i ve� out comes� of � mi ni mal l y� i nvasi ve� sur ger y� f or � l ar ge� mal i gnant
t hymi c� epi t hel i al � t umor s� and� f or � t ot al � t hymect omy.

Sur ger y� Today.
2023� Mar � 3
DOI : � 10. 1007/s00595-023-02667-z

- 日本呼吸器外科学会 佐藤�幸夫
The� i mpact � of � COVI D-19� on� t hor aci c� sur gi cal � pr ocedur es� i n� Japan: � Anal ysi s� of
dat a� f r om� t he� Nat i onal � Cl i ni cal � Dat abase

Lung� Cancer
2022� Oct
DOI :
10. 1016/j . l ungcan. 2022. 08. 011

2020 日本呼吸器外科学会 一瀬�淳二
Real -wor l d� per i oper at i ve� out comes� of � segment ect omy� ver sus� l obect omy� f or
ear l y-st age� l ung� cancer : � a� pr opensi t y� scor e–mat ched� anal ysi s

Eur opean� Jour nal � of � Car di o-Thor aci c
Sur ger y

2022� Nov� 2
DOI : � 10. 1093/ej ct s/ezac529

2019 日本呼吸器外科学会 新谷 康 A� r i sk� model � f or � pr ol onged� ai r � l eak� af t er � l obectomy� usi ng� t he� Nat i onal
Cl i ni cal � Dat abase� i n� Japan

Sur ger y� Today.
2021� May� 17
DOI : � 10. 1007/s00595-021-02300-x

2019 日本呼吸器外科学会 橋本 昌樹 Japanese� Cur r ent � St at us� of � Cur at i ve-I nt ent � Sur ger y� f or � Mal i gnant � Pl eur al
Mesot hel i oma

The� Annal s� of � Thor aci c� Sur ger y
2021� Apr � 27
DOI :
10. 1016/j . at hor acsur . 2021. 04. 042

2017 日本呼吸器外科学会 田中�雄悟
Preoper at i ve� cumul at i ve� smoki ng� dose� on� l ung� cancer � sur ger y� i n� a� Japanese
nat i onwi de� dat abase

The� Annal s� of � Thor aci c� Sur ger y
2021� Feb� 15
DOI : � 10. 1016/j . at hor acsur .
2021. 01. 055

2017 日本呼吸器外科学会 宮崎�拓郎
Cer t i f i ed� t hor aci c� sur geons� i n� Japan: � a� sur vey� of � r i sk-adj ust ed� mor t al i t y� i n
l ung� r esect i on� by� a� nat i onal � dat abase

Sur ger y� Today.
2021� Jan� 30
DOI : � 10. 1007/s00595-021-02227-3

2016 日本呼吸器外科学会 池田 徳彦 Cur r ent � st at us� of � sur ger y� f or � cl i ni cal � st age� I A� l ung� cancer � i n� Japan:
anal ysi s� of � t he� nat i onal � cl i ni cal � dat abase

Sur ger y� Today.
Publ i shed: � 05� Jul y� 2020
DOI : � 10. 1007/s00595-020-02063-x

- 日本呼吸器外科学会 遠藤 俊輔 Ri sk� assessment s� f or � br oncho-pl eur al � f i st ul a� and� r espi r at or y� f ai l ur e� af t er
l ung� cancer � sur ger y� by� Nat i onal � Cl i ni cal � Dat abase� Japan.

Gener al � Thor aci c� and� Car di ovascul ar
Sur ger y

2018� Oct � 16. � doi :
10. 1007/s11748-018-1022-y

- 日本呼吸器外科学会 遠藤 俊輔
Model � of � l ung� cancer � sur ger y� r i sk� der i ved� f r om� a� Japanese� nat i onwi de� web-
based� dat abase� of � 78
594� pat i ent s� dur i ng� 2014-2015.

Eur opean� Jour nal � of � Car di o-Thor aci c
Sur ger y

2017� Dec� 1; 52( 6) : 1182-1189.
doi : � 10. 1093/ej ct s/ezx190.

- 日本呼吸器外科学会 遠藤 俊輔 Devel opment � of � an� annual l y� updat ed� Japanese� nat i onal � cl i ni cal � dat abase� f or
chest � sur ger y� i n� 2014.

Gener al � Thor aci c� and� Car di ovascul ar
Sur ger y

2016� Oct ; 64( 10) : 569-76.
doi : � 10. 1007/s11748-016-0697-1.

アニュアルの詳細は各学会へお問い合わせく ださい
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申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・発表先 掲載媒体詳細・発表日

2016 日本心血管インターベンション治療学会 山地杏平
Relation�of�ST-Segment�Elevation�Myocardial�Infarction�to�Daily�Ambient
Temperature�and�Air�Pollutant�Levels�in�a�Japanese�Nationwide�Percutaneous
Coronary�Intervention�Registry

The�American�Journal�of�Cardiology 2017�Mar�15;119(6):872-880.

2016 日本心血管インターベンション治療学会 沼澤洋平
Comparison�of�Outcomes�of�Women�Versus�Men�with�Non-ST-elevation�Acute
Coronary�Syndromes�Undergoing�Percutaneous�Coronary�Intervention�(from�the
Japanese�Nationwide�Registry).

The�American�Journal�of�Cardiology 2017�Mar�15;119(6):826-831.

2016 日本心血管インターベンション治療学会 坂倉建一
Incidence�and�Determinants�of�Complications�in�Rotational�Atherectomy:
Insights�From�the�National�Clinical�Data�(J-PCI�Registry)

Circulation:�Cardiovascular
Interventions

2016�Nov;9(11).�pii:�e004278.

2017 日本心血管インターベンション治療学会 久保俊介
In-Hospital�Outcomes�After�Percutaneous�Coronary�Intervention�for�Acute
Coronary�Syndrome�With�Cardiogenic�Shock�(from�a�Japanese�Nationwide
Registry�[J-PCI�Registry])

Am�J�Cardiol 2019�May�15;123(10):1595-160

2017 日本心血管インターベンション治療学会 沼澤洋平
Comparison�of�Outcomes�After�Percutaneous�Coronary�Intervention�in�Elderly
Patients,�Including�10�628�Nonagenarians:�Insights�From�a�Japanese
Nationwide�Registry�(J-PCI�Registry)

J�Am�Heart�Assoc 2019�Mar�5;8(5):e011183

2017 日本心血管インターベンション治療学会 秋田敬太郎
Impact�of�reduced-dose�prasugrel�vs.�standard-dose�clopidogrel�on�in-
hospital�outcomes�of�percutaneous�coronary�intervention�in�62�737�patients
with�acute�coronary�syndromes:�a�nationwide�registry�study�in�Japan

Eur�Heart�J�Cardiovasc�Pharmacother 2020�Jul�1;6(4):231-238

2017 日本心血管インターベンション治療学会 大野洋平
Incidence�and�In-Hospital�Outcomes�of�Patients�Presenting�With�Stent
Thrombosis�(from�the�Japanese�Nationwide�Percutaneous�Coronary�Intervention
Registry)

Am�J�Cardiol 2020�Mar�1;125(5):720-726

2018 日本心血管インターベンション治療学会 沼澤洋平
Association�of�the�Hemoglobin�to�Serum�Creatinine�Ratio�with�In-Hospital
Adverse�Outcomes�after�Percutaneous�Coronary�Intervention�among�Non-Dialysis
Patients:�Insights�from�a�Japanese�Nationwide�Registry�(J-PCI�Registry)

J�Clin�Med 2020�Nov�10;9(11):3612

2018 日本心血管インターベンション治療学会 石原隆行
Impact�of�peripheral�artery�disease�on�short-term�outcomes�after
percutaneous�coronary�intervention:�A�report�from�Japanese�nationwide
registry

PLoS�One 2020�Oct�6;15(10):e0240095

2018 日本心血管インターベンション治療学会 相川忠夫
Procedural�Volume�and�Outcomes�After�Percutaneous�Coronary�Intervention�for
Unprotected�Left�Main�Coronary�Artery�Disease�-�Report�From�the�National
Clinical�Data�(J-PCI�Registry)

J�Am�Heart�Assoc 2020�May�5;9(9):e015404

2020 日本心血管インターベンション治療学会 澤野充明
Contemporary�use�and�trends�in�percutaneous�coronary�intervention�in�Japan:
an�outline�of�the�J-PCI�registry

Cardiovasc�Interv�Ther 2020�Jul;35(3):218-226

2019 日本心血管インターベンション治療学会 藤井敏晴
Post-interventional�adverse�event�risk�by�vascular�access�site�among
patients�with�acute�coronary�syndrome�in�Japan:�observational�analysis�with
a�national�registry�J-PCI�database

Cardiovasc�Interv�Ther 2019�Oct;34(4):297-304

2019 日本心血管インターベンション治療学会 高原充佳
Diabetes�mellitus�and�other�cardiovascular�risk�factors�in�lower-extremity
peripheral�artery�disease�versus�coronary�artery�disease:�an�analysis�of
1,121,359�cases�from�the�nationwide�databases

Cardiovasc�Diabetol 2019�Nov�15;18(1):155

2020 日本心血管インターベンション治療学会 香坂俊
Outcome�of�Percutaneous�Coronary�Intervention�in�Relation�to�the
Institutional�Volume�of�Coronary�Artery�Bypass�Surgery

J�Clin�Med 2020�Apr�27;9(5):1267

2019 日本心血管インターベンション治療学会 猪原拓
Risk�stratification�model�for�in-hospital�death�in�patients�undergoing
percutaneous�coronary�intervention:�a�nationwide�retrospective�cohort�study
in�Japan

BMJ�Open 2019�May�22;9(5):e026683

2020 日本心血管インターベンション治療学会 猪原拓
Comparative�Trends�in�Percutaneous�Coronary�Intervention�in�Japan�and�the
United�States,�2013�to�2017

J�Am�Coll�Cardiol 2020�Sep�15;76(11):1328-1340

2020 日本心血管インターベンション治療学会 高原充佳
Presentation�Pattern�of�Lower�Extremity�Endovascular�Intervention�versus
Percutaneous�Coronary�Intervention

J�Atheroscler�Thromb 2020�Aug�1;27(8):761-768
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2020 日本心血管インターベンション治療学会 山地杏平
Population�Density�Analysis�of�Percutaneous�Coronary�Intervention�for�ST-
Segment-Elevation�Myocardial�Infarction�in�Japan

J�Am�Heart�Assoc 2020�Aug�4;9(15):e016952

2017 日本心血管インターベンション治療学会 猪原拓
Impact�of�Institutional�and�Operator�Volume�on�Short-Term�Outcomes�of
Percutaneous�Coronary�Intervention:�A�Report�From�the�Japanese�Nationwide
Registry

JACC�Cardiovasc�Interv 2017�May�8;10(9):918-927

2019 日本心血管インターベンション治療学会 沼澤洋平
An�overview�of�percutaneous�coronary�intervention�in�dialysis�patients:
Insights�from�a�Japanese�nationwide�registry

Catheter�Cardiovasc�Interv 2019�Jul�1;94(1):E1-E8

2020 日本心血管インターベンション治療学会 辻村卓也
In-Hospital�Outcomes�after�Endovascular�Therapy�for�Acute�Limb�Ischemia:�A
Report�from�a�Japanese�Nationwide�Registry�[J-EVT�Registry].

J�Atheroscler�Thromb 2020�Nov�20.

2020 日本心血管インターベンション治療学会 飯田修
Impact�of�Institutional�Volume�on�Critical�In-Hospital�Complications
Adjusted�for�Patient-�and�Limb-Related�Characteristics:�An�Analysis�of�a
Nationwide�Japanese�Registry�of�Endovascular�Interventions�for�PAD.

J�Endovasc�Ther 2020�Oct;27(5):739-748

2020 日本心血管インターベンション治療学会 大場祐輔
In-hospital�outcomes�and�usage�of�embolic�protection�devices�in�percutaneous
coronary�intervention�for�coronary�artery�bypass�grafts:�Insights�from�a
Japanese�nationwide�registry.

Catheter�Cardiovasc�Interv 2021�Apr�16.

2021 日本心血管インターベンション治療学会 澤山裕一
Variation�in�in-hospital�mortality�and�its�association�with�percutaneous
coronary�intervention-related�bleeding�complications:�A�report�from
nationwide�registry�in�Japan

PLoS�One 2021�Dec�13;16(12):e0261371.

2021 日本心血管インターベンション治療学会 伊藤�剛
Effect�of�Procedural�Volume�on�In-Hospital�Outcomes�After�Percutaneous
Coronary�Intervention�in�Patients�With�Chronic�Kidney�Disease�(from�the
Japanese�National�Clinical�Data�[J-PCI�Registry])

Am�J�Cardiol 2022�Feb�15;165:12-18.

2021 日本心血管インターベンション治療学会 皆月�隼
Characteristics�and�in-hospital�outcomes�of�patients�undergoing�balloon
pulmonary�angioplasty�for�chronic�thromboembolic�pulmonary�hypertension:�a
time-trend�analysis�from�the�Japanese�nationwide�registry

Open�Heart 2021�Sep;8(2):e001721.

2021 日本心血管インターベンション治療学会 村里嘉信
Percutaneous�coronary�intervention�in�side�branch�coronary�arteries:
Insights�from�the�Japanese�nationwide�registry

Int�J�Cardiol�Heart�Vasc 2021�Aug�18;36:100856.

2021 日本心血管インターベンション治療学会 澤野充明
One-Year�Outcome�After�Percutaneous�Coronary�Intervention�for�Acute�Coronary
Syndrome�-�An�Analysis�of�20,042�Patients�From�a�Japanese�Nationwide
Registry

Circ�J 2021�Sep�24;85(10):1756-1767.

2022 日本心血管インターベンション治療学会 安藤博彦
Japanese�Nationwide�PCI�(J-PCI)�Registry�Annual�Report�2019:�patient
demographics�and�in-hospital�outcomes

Cardiovasc�Interv�Ther 2022�Jan�12;1-5.

2022 日本心血管インターベンション治療学会 音羽勘一
One-year�Outcome�after�Percutaneous�Coronary�Intervention�in�Nonagenarians:
Insights�from�the�J-PCI�OUTCOME�Registry

Am�Heart�J 2022�Jan�8;S0002-8703(22)00004-7

2022 日本心血管インターベンション治療学会 猪原拓
Use�of�Thrombus�Aspiration�for�Patients�With�Acute�Coronary�Syndrome:
Insights�From�the�Nationwide�J-PCI�Registry

J�Am�Heart�Assoc.
2022�Aug�16;11(16):e025728.�doi:
10.1161/JAHA.122.025728

2022 日本心血管インターベンション治療学会 山地杏平
Percutaneous�coronary�intervention�during�the�COVID-19�pandemic�in�Japan:
Insights�from�the�nationwide�registration�data

Lancet�Reg�Health�West�Pac
2022�Mar�22;22:100434.�doi:
10.1016/j.lanwpc.2022.100434.

2023 日本心血管インターベンション治療学会 徳田尊洋
Institutional�Volume�and�Initial�Results�for�Endovascular�Treatment�for
Chronic�Occlusive�Lower-Extremity�Artery�Disease:�A�Report�From�the�Japanese
Nationwide�Registry

J�Endovasc�Ther
2023�Mar�19;15266028231161242.
doi:�10.1177/15266028231161242.
Online�ahead�of�print.

2023 日本心血管インターベンション治療学会 戸部彰洋
Ischemic�and�Bleeding�Outcomes�in�Patients�Undergoing�Percutaneous�Coronary
Intervention�With�Chronic�Kidney�Disease�or�Dialysis�(from�a�Japanese
Nationwide�Registry)

Am�J�Cardiol
2023�May�15;195:37-44.�doi:
10.1016/j.amjcard.2023.02.027.
Epub�2023�Mar�31.

2023 日本心血管インターベンション治療学会 齋藤佑一

Characteristics�and�outcomes�of�patients�with�no�standard�modifiable�risk
factors�undergoing�primary�revascularization�for�acute�myocardial
infarction:�Insights�from�the�nationwide�Japanese�percutaneous�coronary
intervention�registry

Am�Heart�J.
2023�Apr;258:69-76.�doi:
10.1016/j.ahj.2023.01.009.�Epub
2023�Jan�13.
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2023 日本心血管インターベンション治療学会 齋藤佑一
Volume-Outcome�Relations�of�Percutaneous�Coronary�Intervention�in�Patients
Presenting�With�Acute�Myocardial�Infarction�(from�the�J-PCI�Registry)

Am�J�Cardiol
2023�Apr�1;192:182-189.�doi:
10.1016/j.amjcard.2023.01.027.
Epub�2023�Feb�21.

2023 日本心血管インターベンション治療学会 安藤�智
Volume-outcome�relationship�in�complication-related�mortality�after
percutaneous�coronary�interventions:�an�analysis�on�the�failure-to-rescue
rate�in�the�Japanese�Nationwide�Registry

Cardiovasc�Interv�Ther.
2023�Apr�25.�doi:
10.1007/s12928-023-00935-w.
Online�ahead�of�print.

2023 日本心血管インターベンション治療学会 田邉康宏
Intracardiac�Echocardiography�Guidance�for�Percutaneous�Transcatheter
Closure�of�Atrial�Septal�Defects�―�Nationwide�Registry�Data�Analysis�― Circulation�Journal

Circulation�Journal/Volume�87
(2023)�Issue�4/Article�overview

アニュアルの詳細は下記の学会HPよりご確認ください
URL：http://www.cvit.jp/registry/data_manager/
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26．総務委員会

委員長　猪　股　　雅　史

1．準会員の入会基準について
　前年度の定時社員総会で定款および同施行細則が変更され，新たに準会員制度が設けられたが，準会員
の具体的な基準や条件などは決まっていなかった．そこで，他の基本領域学会や外科系サブスペシャルティ
学会などの対応を参考にして，当面は次の方針を採ることとした．
　・職種などでの入会申請の制限は設けない．
　・‌�①入会希望者の職種と入会目的が記載された履歴書，②本会代議員もしくは指定施設の指導責任者 1

名からの推薦書，③属性を証明する身分証明書，の 3点の書類の提出を求め，総務委員会であらかじ
め確認の後，理事会で最終的な入会審査を行う．

　また，「国外を拠点に活動する日本の医師免許証を持たない外国籍の医師」の入会希望者が生じた場合に
は，国際化推進の観点からも，所定の手続きを経れば，準会員として入会を認める方針を採ることとした．

2．準会員から正会員への会員種別移行について
　準会員が医師免許を取得した場合には，速やかに正会員に移行してもらうこととして，①本人からの申
し出，②医師免許証の確認，③会費差額（5千円）の入金，の 3点が充足したら，適宜対応する方針を採
ることとした．

3．入会希望者に対する推薦について
　入会規則第 3条第 2項により，本学会の入会にあたっては代議員，もしくは指定施設の指導責任者によ
る推薦が必要となるが，令和 8（2026）年の末をもって旧専門医制度上の指定施設が廃止されると，指導
責任者も存在しなくなることを受けて，会員管理システム更改のタイミングに合わせて，令和 6（2024）
年 10 月以降は，代議員，もしくは本会指導医選定中の会員であれば，入会希望者の推薦ができることと
した（→定款委員会に申し送り済み）．

4．会費の収納方法の見直しについて
　会員管理システム更改時に年会費の収納方法を①払込票，②自動振替（口座引落），③クレジットカー
ド，④銀行口座の 4種に拡充することが困難であることが判り，その対応について情報・広報委員会から
諮問された．そこで，②の自動振替（口座引落）を廃止して，③のクレジットカードからの引落に一本化
し，払込票，クレジットカード，銀行口座振込の 3種の収納方法とすれば取扱い可能になることが判った
ので，そのような旨の対応を答申した．
　また，重複入金や誤振込などに因る過払金の取扱いについての諮問に対しては，原則として 3万円まで
は返金せずに，自動的に翌年度以降の年会費に充当する運用を採る旨を答申した．
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27．将来計画委員会

委員長　池　田　　徳　彦

　本年度は特段の諮問事項はなく，開催していない．

28．選挙管理・選挙制度検討委員会

委員長　武　冨　　紹　信

　前年度の定時社員総会で定款が変更され，代議員の総定数が50名増えて，今回の代議員選挙から400名
となった．役員・代議員等選任規則に従い，公示したところ，すべての選挙区で立候補者数が定数以内で
あったため，実際に投票を行うことなく，立候補者が当選者となり，1月 16日付で 393 名が代議員に選任
された（欠員 7名：任期は令和 8年 1月 15 日まで）．
　なお，50名の増員分については女性に充ててほしい旨のコンセプトを，理事会から明確なメッセージと
して各選挙区に発信し，会員の理解も得られた結果，女性代議員が 6名から 56 名に大幅に増加した．
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